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Ⅰ．環境理念及び方針等 

 
● 行動基準   
1）製品の開発、生産において省資源・省エネルギー・リサイクル及び廃棄物の削減を考慮 
するとともに有害物質の使用と排出を抑制する。 

2）環境に関する法律・規制及び当社が必要とするその他の要求事項を遵守する。 
3）顧客・仕入先・地域と環境に関するコミュニケーションを図り維持する。 
4）環境目的と目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善と環境汚染の予防を推進する。 
5）社員に対し教育・啓蒙活動を行い、環境方針の理解と環境保全に対する意識の高揚を図る。 
6）環境方針及び行動基準は誰もが入手可能なものとする。 
 

株式会社ロキテクノ 
代表取締役社長 吉原 尚文 

 

Ⅱ．環境目標とその実績 
  
 ロキテクノは、環境貢献製品である産業用液体フィルターの製造販売を柱に給水管洗浄 

及び環境関連機器等の販売を行っていますが、本社機能としては製造を主に北陸・八女の  

両工場に任せ、製造部門を除いた開発・営業部門と管理部門が中心となっています。その  

ため、数値化できる目標としては、電力消費量削減、廃棄物（主に紙、プラスチック、廃液）

削減、紙の使用量削減の３つが中心となります。 
 2004年度実績 2005年度目標 目標削減率（％） 

電力使用量（kWh） 378,394 374,610 ▲1.0 
紙（kg） 21,240 20,600 ▲3.0 

廃棄物 
その他(ｹｰｽ) 825 808 ▲2.1 

紙の購入量（枚） 737,701 719,258 ▲2.5 
又、数値目標としては明確なものではありませんが、開発部門における環境配慮設計を  

通じて、製品と製造工程における省資源・省エネルギー・リサイクル・廃棄物の削減及び   

有害物質の使用と排出の抑制という両工場の環境目標を達成するための支援も行っています。 
 

● 環境理念  
  私達は、あらゆる企業活動を通じて限りある資源を有効活用し、
 地球環境を健全な状態で次世代へ引き継ぐための行動をします 
 
● 環境方針   
 「 すてきな地球環境を私達で造り上げよう 」 



Ⅲ．主要な環境活動の内容 
  
 2000年 4月にエコ・アップ事業所東京宣言（Ⅰ種）を下記の内容で行ないました。 
①再生用紙の使用及び文具事務用品等のグリーン調達の推進 
②省エネ・低公害対応機器の導入を推進 
③冷暖房の適温化、不要な照明の消灯等の措置による電力消費量の削減 
（ノー残業デーや昼休み時の消灯、昨年からクールビズを導入し、冷房の適温化を実施） 
④コピー用紙両面使用の徹底等にて、用紙使用量の削減 
⑤東京都の分別基準に沿ったごみの分別収集の徹底 
⑥運送業者が当社に集荷する際のエンジン停止及びアイドリングストップの徹底 
⑦営業活動での不要・不急の車利用を避ける 
上記宣言による環境活動を実施した結果、充分な成果が得られたと考えています。 
今後もエコ・アップ事業所東京宣言に変わる地球温暖化対策推進運動（チーム・マイナス

６％）に参加し、環境活動を推進していきたいと考えます。 
又、定期的に実施しているわけではありませんが、環境方針の理解と環境保全に対する  

意識の高揚を図るため、社内プレゼンを通し、社員への啓蒙活動を行っています。 
 

Ⅳ．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
 
 2005年 7月現在、環境関連の法規違反、訴訟ともにありません。 
本社では開発業務を行なっている関係で、ろ過用の液体サンプルがユーザーから送付され

てきますが、例えユーザーであっても情報を開示されない場合には、受入を拒否しています。 
又、使用後の液体はリサイクル等の適正な処理を行なうため、ユーザーに返却しています。 
更に、給水管洗浄ビジネスでも多量の薬品を使用していますが、環境法令等には充分配慮

し、ＰＲＴＲ法や都の環境保護条例及びマニフェスト制度等に対応した適正な使用、廃棄を

行なっています。 
 

Ⅴ．企業の社会的責任（CSR）への対応 
  
 ロキテクノの使命は、企業を通じて産業と環境に貢献することです。そのため、企業と  

して持続的に発展することこそが、社会的責任を果たすことになると考えています。 
又、主な取り組みとしては、フィルター製品のユーザーに対する社会的な活動の一貫と  

して日本液体清澄化技術工業会を通しての積極的な啓蒙活動を、エコ・アップ事業所東京  

宣言や地球温暖化対策推進運動（チーム・マイナス６％）等の環境活動への積極的な取り  

組みを、社員及び工場周辺の地域社会に対する環境教育の在り方に付き環境プランニング 

学会との協働取り組みを、行っています。 



Ⅵ．会社概要 
 
会社名 ：株式会社ロキテクノ 
事業品目：フィルターカートリッジ、フィルターシステム関連機器、 
     給水管洗浄事業、健康関連機器、環境関連機器 
代表者 ：代表取締役社長 吉原尚文 
本社  ：〒140-8576 東京都品川区南大井 6-20-12 
TEL  ：03-5764-1177   FAX  ：03-5764-0683 
URL  ：http://www.rokitechno.co.jp 
設立  ：昭和 53年 12月 12日 
資本金 ：12億 8408万円 
売上金額：67億 2700万円（2004年度実績、全事業所を含む） 
従業員数：108名（平成 17年 7月現在） 
社用車数：6台       延べ床面積：2470.87平米 
 

Ⅶ．意見書 
 

 ㈱ロキテクノ本社の環境への取り組み目標は、多くのサービス業と同様に電力消費量削減、

廃棄物（主に紙、プラスチック、廃液）削減、紙の使用量削減が中心となっていますが、       
その取り組みはエコ・アップ事業所東京宣言や地球温暖化対策推進運動（チーム・マイナス

６％）等を導入し、社内外に公表するなど目標達成に向けた意気込みが感じられます。 
又、北陸工場での ISO14000 認証取得や八女工場での取得予定に関する環境配慮設計を  
通した支援等、目標設定できないところでも手を抜かずに環境に配慮して取り組む姿はすば

らしいと思います。 
これは、経営理念にもあるように創業時から環境に貢献することを使命とした企業だから

こそではないでしょうか。 
以上のことからも環境に対する取り組みは、すばらしいものと云えますが、今後は一歩   
進み、本業であるフィルターの環境配慮設計や環境製品としての価値を環境目標に組み込み、

より一層の環境貢献を期待します。 
なお、本社における環境への取り組み目標、本社より工場への環境目標達成のための支援

及び CSRへの対応についても、今後可能な限り具体的な目標を設定し、活動していくことを
望みます。 

 
以上 

 
平成 17年 7月 8日 

環境プランナーER    城 孝吉 


